
〔１〕教育予算の概要と推移

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
一般会計予算 822,900,000 865,923,577 852,200,000 852,400,000 884,750,000

対前年増減率 1.5% 5.2% ▲ 1.6% 0.0% 3.8%
教育費 32,098,510 31,576,823 35,777,455 34,695,607 41,632,380

対前年増減率 5.0% ▲ 1.6% 13.3% ▲ 3.0% 20.0%
一般会計に占める割合 3.9% 3.6% 4.2% 4.1% 4.7%

注2）24年度は子ども未来局へ事業費2,909,434千円を、26年度は総務局へ事業費9,000千円、観光文化局へ事業費33,441千円を移行

注2）している。

（千円）

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
3,788,460 1,611,478 1,574,064 1,613,333 1,809,844

190,489 131,458 129,327 87,517 94,720
12,260,074 7,202,567 7,296,029 6,911,668 7,202,323
4,747,319 4,247,807 4,230,502 4,021,137 4,121,021
1,222,720 731,407 764,839 704,335 786,729

335,368 265,576 267,884 256,780 263,030
13,160 0 0 0 0

6,840,997 6,939,517 7,097,724 7,251,166 7,400,623
2,699,923 2,361,261 2,299,874 2,424,034 2,741,765
(764,794) (688,152) （729,433) （901,942) （1,188,561)

― 8,085,752 12,117,212 11,425,637 17,212,325
32,098,510 31,576,823 35,777,455 34,695,607 41,632,380

注1）24年度より、学校整備費を新設し、学校の整備等に係る予算を集約した。
注2）24年度は教育委員会費から2,717,361千円、生涯学習費から192,073千円を子ども未来局へ移行している。
注2）26年度は教育委員会費から9,000千円を総務局へ、生涯学習費から33,441千円を観光文化局へ移行している。
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注1）予算額は当初予算である。23年度は肉付予算を含む。
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26年度予算の構成割合



〔２〕平成26年度予算における主要事業概要
（単位：千円）

予　算　額 事   業   概   要

生涯学習部

学校運営管理費 10,216,508

22,944

11,362

学校保健費 600,287 学校医等の配置、健康診断、学校環境衛生検査等

学校給食費 5,350,596

生涯学習センター運営管理費 362,136 生涯学習センター等の運営、施設維持管理費

27,000

5,000

学校新築費 3,338,000 市立札幌開成中等教育学校建設工事（２年目）

学校改築費 8,911,000

格技場整備費 239,000 太平中学校及び宮の丘中学校の格技場を整備

学校施設外部改修費 416,000 経年により老朽化した施設の外壁改修
（小学校５校、中学校３校、特別支援学校１校）

耐震補強事業費 510,000

太陽光パネル設置費 317,000 太陽光パネル設置工事(小学校15校、中学校３校)

災害対策環境整備費 293,000

所　管　部　・　事　業　名

幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校の学校配分予
算、光熱水費、備品購入費、図書費、机・椅子購入費、教材等購
入費等

校務支援システム利用事業費
（小学校・中学校･高等学校･
特別支援学校運営管理費）

156,817 教育の質の向上を図ること等を目的とした校務支援システムを市
立学校に導入し運用

屯田小学校　　　 校舎改築、屋内運動場改築等
中島中学校　　　 校舎改築等
啓明中学校　　　 校舎改築等
南郷小学校　　　 校舎解体等
東札幌小学校　 　校舎解体等
篠路小学校　　　 実施設計、仮設校舎設置等
月寒東小学校　　 実施設計、仮設校舎設置等
二条小学校　　 　実施設計等

地域ぐるみの学校安全体制整
備推進事業費

スクールガード養成講習会、スクールガード・リーダーによる学
校の巡回指導

学校給食調理等委託業務、学校給食用食器食缶運搬業務、
学校給食に関する消耗品及び備品購入等

学校給食衛生管理推進事業費 77,000 手洗い設備や食材検収室の整備等、給食調理室の環境整備（32箇
所）

校務用ファイルサーバOS更新
事業

全市立学校及び幼稚園に設置されている校務用ファイルサーバ
（全324台）のOSアップグレード作業

市民ホール舞台設備等整備事
業

市民ホールにある老朽化している旧市民会館からの継承舞台設備
及び備品の更新

青少年科学館を活用した理科
教育の検討調査

子どもの科学的リテラシーを育成するため、青少年科学館を活用
した効果的な理科教育推進のあり方を検討

学校の耐震補強工事(高等学校１校）
天井落下防止対策　26校

東日本大震災の経験を踏まえ、避難場所としての学校施設の環境
整備を実施
ガラス飛散防止対策　　54校
給水栓整備　　　　　　126校
受水槽耐震化設計　　　10校
受水槽耐震化工事　　　10校
ガス変換機接続口整備　59校



（単位：千円）

予　算　額 事   業   概   要

学校教育部

外国語指導助手関係費 346,000

114,366

211,443

8,328

9,800

9,200

35,000

28,000

教育支援センター設置事業費 25,000

奨学金支給費 100,652

教育扶助費 2,081,958

非常勤職員等配置費 1,011,840 時間講師や校務助手等の非常勤職員の配置等

中央図書館

中央図書館運営管理費 383,570 中央図書館の図書購入費、光熱水費等の運営管理費

図書施設運営管理費 305,000

仮称）絵本図書館整備費 5,600 白石区複合庁舎内に整備する仮称）絵本図書館の建設工事費

455,000

100,455心のサポーター配置モデル事
業費

英語指導の補助や国際理解教育等の活動を行うため、外国語指導
助手を78人配置（５人増員）

特別支援教育支援員活用事業
費

発達障害等の子どもに、障がいの程度や状況に応じた学習活動上
の支援等を行うため、全小中学校（303校）に特別支援教育支援員
(学びのサポーター）を配置

スクールカウンセラー活用事
業費

スクールカウンセラーの配置（小学校51時間→54時間）
（小学校202校、中学校97校、高等学校８校、特別支援学校４校）

スクールソーシャルワーカー
配置事業費

スクールソーシャルワーカーの配置（７人→８人）

札幌らしい特色ある学校教育
事業費

不登校の子どもや家庭に対し、教員とともにきめ細かな支援を行
う「心のサポーター」を全中学校に配置するとともに、小学校10
校には「心のサポーター」の指導・助言等も併せて行う「心のサ
ポーター主任」を配置

所　管　部　・　事　業　名

各幼稚園・学校における創意工夫あふれる取組を支援する夢づく
り支援事業の拡大。さっぽろっこ農業体験を30校で実施

23,382

低所得世帯児童生徒に対する学用品等の就学援助、給食費や医療
費の援助等

学校に通うことが難しい子どもに対応するため、学校以外の場所
に子どもが抱えている不安や悩み等を和らげる居場所を設置

学業成績が優秀で、経済的に修学困難な生徒、学生に奨学金を支
給（1,300名程度を採用）

地区図書館(９館)、区民センター図書室等(８室)・地区センター
図書室等(22室)、大通カウンター等の運営管理費等

都心にふさわしい図書館整備
費

仮称）市民交流複合施設内に整備する都心にふさわしい図書館の
用地取得費

第３次札幌市子どもの読書活動推進計画策定に係る調査研究
仮称）絵本図書館及び都心にふさわしい図書館の開館と図書館ビ
ジョン実現に向けた職員研修、学校との連携による図書館普及事
業の推進

幼児教育センター関係事業費
（市立幼稚園預かり保育）

市立幼稚園９園で預かり保育を実施

進路探究オリエンテーリング
事業費

子どものいじめ・自殺予防対
策総合プロジェクト事業費

中学校の夏休み期間中に、札幌市内及び近郊の各種学校・専修学
校等を会場に、中学生を対象とした職業体験講座の実施及び札幌
市における今後の進路探究学習のあり方について調査研究を実施

創造性や国際感覚豊かな人材
を育成する学習モデル研究事
業

平成27年度に開校する札幌市立開成中等教育学校において、国際
バカロレア教育プログラム（ＩＢカリキュラム）や情報通信機器
を活用した課題探究的な学習モデルを研究する。

子どものいじめ・自殺防止対策の取り組みを一層進めるための事
業を推進。いじめ防止・命の大切さをテーマとした児童生徒用の
副教材及び教師用指導資料等の作成、児童・生徒向けクリアファ
イルの作成などを実施


